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BCG菌 株 に 関 す る研 究

第2報 目本 株,ア メ リカ(R)株 及 び フラ ンス株 の毒 力 につ いて

国立予防衛生薪究所結核部(部 長 柳 沢 謙)

室橋豊穂 ・関 又蔵 ・吉田幸之助

(昭和27年2月27H受 付)

1緒 言

日本,フ ランス及 びアメ リカ(Rosenthal)に おいてそ

れぞれ ワクチ ン用に保存 され或いは分与 され てい るBC

G菌 株の培養上並びに形態学上の性状 の異同 に つ い て

は,す でに第1報Dに 述べたが,そ のよ うな差異が いず

れに基 くか,叉 生物学的に如何なる意義 を もつかは未だ

明らかではない。 しか しなが ら生体 に対す る毒力乃至は

免疫賦与の能 力においで〉 それ等菌株相互の聞に もし差

異があるとするならば,第1報 に述べ たよ うな性状 の異

同が本質的な影響 を持つ ものであるか も知れ ない。 この

ことは,各 国において広 くBCG接 種が行われてい る現

在,甚 だ重要な且つ興昧深 い問題 であろ う。本報告 にお

いては天竺鼠 について行 つた毒力実験の成績 を述べ よ う

と鋸 う。

2実 験 方 法

実験1乾 燥RCGワ クチ ン検定規準 に規定せ られて

いる安全試験 の方法に従 い,各 菌株30mg宛 を天竺鼠

皮下に接種 し,接 種局所 変化,ツ ベルク リソ反応(100

倍旧 ツベル ク リン)並 びに接 種後3カ 月目の剖検所見の

比較を行つた。組織学的検索,臓 器 の定量培養等 は行わ

なかつた。

接種に用いた菌は,い ずれ もSauton馬 鈴薯初代の14・

日培養から取 り,手 振法に よりの30mg/ceの 菌液を調

製 し,.その1ee宛 を天竺鼠の左 下腹部 に接種 した。

実験E各 菌株間の微細 な毒力 の差 を検 索する目的か

らJensen法 にならい,0.1～0.001mg宛 を天竺鼠の

皮 内に接種 し,接 種 局所 の変化 を日を逐 うて比較観察 し

た。菌 はすべてSauton馬 鈴薯2代 の14日 培養で,実

竣1と 同様手振法に より菌液 を調製 した。

使用 した天竺鼠 はすぺて使 用前Rδmer反 応陰性 の も

のであ る。

3実 験 成 績

実験1成 績 は第1表 に示す如 くである。

体重:日 本株接 種群の体重増加 の程度は他の群 に 比

してやや少なが つ～ヒが,著 しい差異 は認め られず,全 群

共順調な増加を示 した。

ツづルク リソ反応:接 種後3ヵ 月 目(剖 検直前)の 反

応 は3群 共すべ て10mm以 上 を呈 した。反応の大 さの

1頭 宛平均値は,日 本 殊群14・7mm,ア メ リカ(R)櫟 群

14・7mm,フ ランス殊群16・2mmで,フ ランス株 群が最

も大 きい値 を示 したが,特 筆す べき差異 とは考えられ な

かつた。

接種局所 の変化:剖 検時 におけ る接種局所の 膿 瘍,

潰瘍の形成率 は,日 本株 群 ヲ8(疋),ア メ リカ(R)株 群

3ん(疋) ,フ ランス株 群"'/ie(疋)で,フ ラソス株群が最

も頻 度高 く,日 本株群が最 も低 かつ た◎

剖検所 見(肉 眼的):3群 共内臓 に結核結節を肉眼的

に認 めた ものは1頭 もない◎淋巴腺の腫脹 も米粒大程度

で,乾 酪化 を認めた ものは勿論1頭 もな く,脾 重 もまた

尋常 であつた◎

実験1r各 菌株の0・1,0・01及 びO・oonM.7を 天竺鼠

皮内に接種 して,接 種後14日 目まで局所変化 を比較観

察 した成績は第2表 の如 くである。それぞれ の菌株につ

いては,0.1myと0.Ol乃 至0.OOImgと の間に明らか

な差異 を見 ることがで きるが,O・Olmgと0・001myと の

間の差異は余 り明らか でない。又接 種菌量毎 に各菌株 を

比較 するに,特 に著 しい差異が あるとは思われないc

4総 括 考 按

嘗てJeRsen2)やH◎lm3)は,デ ンマ ーク保存株 と

Pasteur研 究所 保存株 とが,動 物や人体 の接種局所変化

に差異を呈す ることから,両 者 の聞に毒力の差が あるで

あろ うと述ぺたが,こ れ に対 してBirkhaug4)は,JeR。

sen法 に よるTestはtubercul。9enicpoteneyの 差を

見るには適 しているが毒力の差異を これ によつて知 るこ

.とは できない ζの見解を表明 し・RvunDeimSfb5)、 は・

両国におけ る長年 月にわた る継代培養方法の差 異が,菌

株 のVitalityを 異 なら しめた ことに基 くであろ うと結

論 している。多 くの菌株を比較 した もの と してはB6e6)

及びAronsenの 報告が あ り,B6eはzエPtデ ン ・デ ン

マーク ・ノールウエー及びPasteur研 究所にそれ ぞれ

保存 され てい る4菌 株を,又Aronsonは スエーデソ ・

デ ンマーク ・ノールゥエ ー及 びアメ リカ(3株)の も菌

株をそれぞれ比較 し,毒 力の検査は と もにJemsen法 に

基いて行つてい るが,菌 株 による差異は少 しも認 められ

ていないo.

われわれ もまた 日本,ア メ リカ(R)及 び フラン7・の
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3菌 株について比較を行つ たが,特 にはつ きりした差異

をつかむことはできなかつ た。30my皮 下接種 した場合
く

に,フ ランス株群 では ツ反応 の大 さの平均 値が最 も大 き

く,又 接種局所潰瘍の形成率がやや多かつた点 にい ざさ

か相違を見たにす ぎない。Jensen法 にならりて10-i～

10-3mgを 皮内接種 したi実験 では,各 菌株毎 に,10倍 の

接種菌量差に相当する局所変化 の差異 は見 られたが,同

一菌量においては菌株間 に全 く差異 を認め ることができ

なかつた。接種 され た菌の接種局所及 び体内における増

殖及び撒布の状態を追求 しない これ等 の方法のみを以 て ・

して,毒 力に差異な しと断定す ることは できないが,こ

の ような実験条件の下 においては,菌 株聞 に特に明らか

な差異が存在す るとは思われず,第 ユ報 において形態学

的な差異のあることを述べたが,こ れ は長年月にわたる

培養条件の差 に基 くもので,毒 力の程度はCalmetteの

い うよ5にVirusfixeと 考 えて差支えない と考 えるの

である。
亀

5結 論

日本株,ア メ リカ(R)株 及 びフラ ソス株の3菌 株 に

ついて,天 竺鼠に対す る毒力の比較実験 を行つた。

各菌株30mgを 皮下接種 した場 合 も,Jensen法 に

従つて10"i・v10`3mgを 皮 内接種 した場合 も,と もに明

らかな差異を認め得なかつた。

従つて これ等 のBCG菌 株 の間 には菌力に差異が な

い と考 えられ る。
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